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ら
な
い
予
算
編
成
に
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。

「
民
間
に
で
き
る
こ
と
は
民

間
で
」
と
ス
ポ
U
ツ
セ
ン
タ
U

や
児
童
館
、
地
域
セ
ン
タ
U
な

ど
の
多
く
の
公
共
施
設
に
対
す

る
管
理
者
制
度
導
入
に
、
私
た

ち
自
民
・
市
民
ク
ラ
ブ
は
、
市

民
サ
U
ビ
ス
の
向
上
に
一
層
の

努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

新
設
児
童
館
「
子
ど
も
セ
ン

タ
U
ひ
ば
り
」
は
、
夜
間
や
日

曜
・
祝
日
の
開
館
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
４
月
に
は

公
設
民
営
の
新
ひ
ば
り
保
育
園

が
開
園
し
、
新
た
な
保
育
サ
U

ビ
ス
が
行
わ
れ
、
待
機
児
の
解

消
も
着
々
と
進
む
予
定
で
す
。

私
た
ち
自
民
・
市
民
ク
ラ
ブ

は
、「
危
機
こ
そ
チ
ャ
ン
ス
」
と
、

新
た
な
挑
戦
意
欲
を
持
ち
、
市

政
新
時
代
創
造
の
た
め
に
現
市

政
を
支
え
、
さ
ら
な
る
改
革
を

推
進
す
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
。

本
年
は
現
市
政
が
２
期
目
に

挑
戦
す
る
年
で
す
。
大
幅
な
税

収
の
落
ち
込
み
や
、
三
位
一
体

に
よ
る
地
方
交
付
税
の
減
額
な

ど
、
市
財
政
は
年
々
厳
し
い
状

況
下
に
お
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
４
年
間
、
現
市
長
は
行

財
政
改
革
を
勢
力
的
に
推
進
し

ま
し
た
。
平
成
15
年
夏
、
財
政

危
機
宣
言
を
発
表
し
、
税
金
の

ム
ダ
使
い
を
徹
底
的
に
無
く
す

私
が
市
議
会
の
品
位
を
け
が

し
て
い
る
と
前
市
政
時
代
に
問

責
を
受
け
た
。
昨
年
の
９
月
議

会
で
も
賛
成
少
数
で
否
決
は
さ

れ
た
が
提
起
さ
れ
た
。
「
公
務

員
を
減
ら
す
な
」
を
自
分
た
ち

の
議
員
定
数
削
減
反
対
と
い
う

ホ
ン
ネ
と
か
ら
め
て
身
を
削
る

改
革
に
公
然
と
反
対
す
る
市
議

の
多
い
こ
と
。
そ
れ
こ
そ
品
位

の
な
い
市
議
た
ち
と
思
う
の
だ

が
如
何
？
現
市
長
は
従
来
の
裏

で
調
整
、
利
権
配
分
の
行
政
の

謹
ん
で
新
年
の
お
祝
詞
を
申

し
上
げ
ま
す
。

愈
々(

い
よ
い
よ)

平
成
18
年

の
幕
が
開
け
ま
し
た
。
「
水
と

緑
と
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
」
を
将

来
像
と
し
た
後
期
基
本
計
画
が

４
月
に
ス
タ
U
ト
し
ま
す
。

１
月
に
念
願
の
中
学
校
給
食

が
全
校
実
施
さ
れ
、
春
に
は
保

健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
U
お
よ
び

中
央
町
地
区
セ
ン
タ
U
が
完
成

予
定
で
す
。
さ
ら
に
、
平
成
15

年
８
月
の
財
政
危
機
宣
言
以

降
、
市
は
大
胆
な
市
政
構
造
改

革
に
取
り
組
み
、
そ
れ
ら
の
改

革
の
芽
が
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で

大
き
な
木
に
育
ち
つ
つ
あ
り
、

18
年
度
は
財
政
調
整
基
金
に
頼

市
政
新
時
代
の

創
造
を

東
久
留
米
か
ら

全
国
に
向
け
て

改

革

推

進

で

希
望
の
東
久
留
米
市
を

た
め
に
、
行
政
評
価
制
度
を
導

入
し
、
公
務
員
で
な
く
て
も
で

き
る
仕
事
は
民
間
に
委
ね
、
可

能
な
限
り
公
務
員
を
削
減
し
市

役
所
を
ス
リ
ム
化
す
る
方
向
で

す
。
ま
た
、
前
市
長
が
実
現
で

き
な
か
っ
た
３
事
業
を
形
態
を

変
え
、
予
算
の
か
か
ら
な
い
方

法
で
実
現
さ
せ
ま
し
た
。
中
学

校
給
食
は
、
市
の
栄
養
士
が
作

成
し
た
献
立
を
業
者
が
調
理
し

学
校
に
配
送
す
る
形
で
、
本
年

１
月
に
は
全
中
学
校
が
実
施
と

な
り
ま
す
。
長
年
の
懸
案
事
項

を
民
間
活
力
導
入
で
、
当
初
の

10
億
円
を
１
億
５
千
万
円
に
縮

小
し
、
実
現
で
き
ま
し
た
。

公
立
ひ
ば
り
保
育
園
は
、
４

月
か
ら
公
設
民
営
化
に
な
り
ま

す
。ま
た
、公
明
党
が
何
回
も
指

摘
し
て
き
た
市
職
員
の
給
料
表

は
、
能
力
に
応
じ
た
職
務
給
に

変
更
す
る
こ
と
が
決
ま
り
、
都

職
員
給
与
表
に
移
行
し
ま
し

た
。改
革
を
推
進
し
つ
つ
も
、50

項
目
を
越
え
る
事
業
も
実
現
し

ま
し
た
。
わ
が
党
は
こ
れ
か
ら

も
市
政
を
厳
し
く
見
つ
め
、
市

民
の
目
線
に
立
っ
た
改
革
を
全

力
で
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
の
声
を
活
か
す

開
か
れ
た
市
政
を
¿

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

景
気
に
や
や
明
る
さ
が
見
え

る
も
の
の
、市
民
の
皆
さ
ん
は
、

増
税
と
受
益
者
負
担
の
増
額
な

ど
で
厳
し
い
新
春
を
お
迎
え
と

思
い
ま
す
。東
久
留
米
市
政
も
、

平
成
17
年
度
は
滝
山
小
グ
ラ
ウ

ン
ド
跡
地
を
売
却
し
て
、
な
ん

と
か
つ
じ
つ
ま
を
合
わ
せ
て
き

ま
し
た
が
、
市
有
地
の
売
却
は

一
時
的
な
対
策
で
し
か
な
く
、

売
っ
た
土
地
は
戻
っ
て
き
ま
せ

ん
。
今
後
、
市
の
財
政
再
建
は
、

行
政
だ
け
で
は
限
界
が
あ
り
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
判
断
で

き
る
市
政
の
情
報
を
提
供
し

て
、
皆
さ
ん
と
共
に
知
恵
を
絞

っ
て
進
め
て
い
か
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。

少
子
高
齢
化
が
進
み
、
団
塊

の
世
代
を
社
会
に
迎
え
、
こ
れ

ら
の
新
し
い
パ
ワ
U
を
市
政
に

取
り
入
れ
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
若
い
子
育
て
世
代

に
と
っ
て
は
、明
る
く
、住
み
や

す
い
街
が
望
ま
れ
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と

行
政
が
力
を
合
わ
せ
、
元
気
の

あ
る
協
働
の
街
づ
く
り
を
創
り

だ
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

民
主
・
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
U
ク

は
、
市
民
の
声
を
活
か
す
会
派

と
し
て
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

財
政
再
建
は
緊
急
の
課
題
で
あ

り
、
私
た
ち
の
会
派
は
、
市
民

の
声
を
行
政
に
反
映
さ
せ
る
役

目
を
果
た
し
て
い
き
ま
す
。

市

民

参

加

の

ま
ち
づ
く
り
を
¿

２
０
０
６
年
、
新
し
い
年
の

幕
開
け
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

今
年
は
、
こ
れ
ま
で
の
ト
ッ

プ
ダ
ウ
ン
の
市
政
運
営
を
、
市

民
参
加
の
民
主
的
な
市
政
運
営

に
転
換
さ
せ
る
絶
好
の
チ
ャ
ン

ス
で
す
。そ
し
て
、子
ど
も
が
生

き
生
き
育
つ
ま
ち
、
若
者
た
ち

が
未
来
に
羽
ば
た
く
ま
ち
、
中

高
年
者
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
を
、
ご
一
緒
に
創
り
ま
し

ょ
う
¿
東
久
留
米
の
明
日
を
明

る
く
希
望
の
持
て
る
ま
ち
に
改

革
す
る
た
め
に
、
市
民
み
ん
な

で
力
を
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
¿
　

三
位
一
体
改
革
と
い
う
名
で

国
は
自
治
体
へ
の
補
助
金
削
減

を
進
め
、
市
財
政
は
ま
す
ま
す

厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
そ

ん
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
市
民

と
行
政
が
共
に
知
恵
と
力
を
出

し
合
う
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
が

必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
し
て
、
な
に
よ
り
も
市
政

の
中
心
は
憲
法
を
暮
ら
し
に
活

か
し
た
、
平
和
な
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
こ
と
で
す
。
戦
争
の

な
い
平
和
な
21
世
紀
を
展
望

し
、
日
本
の
平
和
憲
法
を
世
界

に
広
げ
る
こ
と
が
、
い
ま
ほ
ど

大
切
な
時
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
平
和

な
、
市
民
が
安
心
し
て
住
み
続

け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。皆
様
に
と
っ
て
、新

し
い
年
が
輝
く
一
年
と
な
る
こ

と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

「
平
和
と
環
境
の
世
紀
」
と

い
わ
れ
て
ス
タ
U
ト
し
た
21
世

紀
で
す
が
、
終
わ
り
の
見
え
な

い
イ
ラ
ク
戦
争
や
国
際
協
調
の

名
の
下
の
自
衛
隊
の
派
兵
、
そ

し
て
憲
法
改
悪
へ
の
活
発
な
動

き
と
、
い
ず
れ
も
憂
慮
す
べ
き

こ
と
ば
か
り
が
続
い
て
い
ま

す
。
今
年
こ
そ
、
平
和
へ
の
願

い
を
結
集
し
、
形
に
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

誰
も
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
に

２
０
０
６
年
利
権
分
配

政
治
の
復
活
を
許
す
な

さ
て
、
21
世
紀
は
共
生
の
世

紀
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
昨

年
成
立
し
た
『
障
害
者
自
立
支

援
法
』
で
も
、
今
年
改
正
さ
れ

る
介
護
保
険
制
度
で
も
、
「
地

域
で
の
支
え
あ
い
」
が
カ
ギ
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

の
安
全
に
お
い
て
も
「
地
域
の

眼
」
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

人
は
生
ま
れ
て
か
ら
そ
の
一

生
を
終
え
る
ま
で
の
間
に
そ
れ

昨
年
の
東
久
留
米
市
の
ニ
ュ

U
ス
の
中
で
、
私
が
最
も
印
象

に
残
っ
て
い
る
の
は
、
市
立
西

中
学
校
女
子
ハ
ン
ド
ボ
U
ル
部

の
全
国
大
会
優
勝
で
す
。
本
市

か
ら
全
国
制
覇
の
チ
U
ム
が
誕

生
し
た
こ
と
は
本
当
に
う
れ
し

い
こ
と
で
す
し
、
こ
の
よ
う
な

感
動
を
与
え
て
く
れ
た
西
中
の

皆
さ
ん
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し

ま
す
。
市
議
会
も
西
中
の
大
活

躍
に
負
け
な
い
よ
う
頑
張
っ
て

い
ま
す
。
本
市
は
全
国
に
先
駆

け
、
財
政
の
現
状
と
行
政
の
あ

り
の
ま
ま
の
姿
を
包
み
隠
さ
ず

公
開
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
財
政

危
機
宣
言
で
あ
り
、
行
政
評
価

制
度
の
導
入
で
す
。
平
成
18
年

は
こ
の
改
革
の
成
果
が
問
わ
れ

ま
す
。
合
併
で
は
な
く
徹
底
し

た
行
政
改
革
に
よ
っ
て
地
方
分

権
時
代
を
生
き
抜
く
道
を
選
択

し
た
以
上
、
こ
の
改
革
を
成
し

遂
げ
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

人
は
困
難
に
立
ち
向
か
う
時
、

本
当
の
力
が
試
さ
れ
、
そ
の
困

難
を
乗
り
越
え
た
時
に
本
当
の

力
を
手
に
し
ま
す
。
こ
の
一
年

は
多
く
の
困
難
が
予
測
さ
れ
ま

す
が
、
こ
れ
を
乗
り
越
え
、
全

国
に
誇
れ
る
素
晴
ら
し
い
ま
ち

に
な
る
こ
と
を
信
じ
、
今
年
も

一
年
間
全
力
で
頑
張
り
ま
す
。

議
席
　
氏
　
名
　
　
党
　
派
・
会
　
派

番
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
住
　
所
　
・
　
電
　
話
　
番
　
号

１
　
間
宮
　
美
季

無
所
属
　
社
会
・
市
民
会
議

本
町
三
―
一
二
―
二
　
ユ
ア
コ
U
ト
東
久
留

米
６
０
２
　
　
　
　
　
　

（
71
）１
２
８
６

２
　
藤
本
　
公
子

公
明
党
　
公
明
党

東
本
町
一
五
―
二
　
ブ
ラ
ン
シ
U
ル
第
３
東

久
留
米
３
０
４
　
　
　
　

（
73
）７
６
４
３

３
　
沢
田
　
孝
康

公
明
党
　
公
明
党

小
山
五
―
二
―
一
三
　
　

（
77
）３
８
３
６

４
　
細
谷
　
祥
子

無
所
属
　
自
民
・
市
民
ク
ラ
ブ

八
幡
町
二
―
一
四
―
三
一

（
78
）０
０
１
０

５
　
田
端
　
六
郎

無
所
属
　
自
民
・
市
民
ク
ラ
ブ

滝
山
五
―
一
三
―
一
二
　

（
73
）２
４
０
３

６
　
原
　
　
紀
子

日
本
共
産
党
　
日
本
共
産
党

幸
町
二
―
一
三
―
一
九
　

（
75
）５
４
６
３

７
　
石
井
　
道
子

日
本
共
産
党
　
日
本
共
産
党

下
里
七
―
一
―
一
〇
　
　

（
73
）８
５
２
７

８
　
富
田
　
竜
馬

民
主
党
　
民
主
・
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
U
ク

小
山
一
―
一
〇
―
五

（
連
絡
先
）（
75
）５
２
２
２

９
　
中
野
　
淳
子

民
主
党
　
民
主
・
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
U
ク

学
園
町
一
―
六
―
八
　
　

（
21
）９
８
０
６

10

宮
川
　
豊
史

無
所
属
　
久
留
米
ハ
U
ト
ネ
ッ
ト

南
沢
四
―
九
―

五
四
　

（
50
）３
０
２
０

11

馬
場
　
一
彦

無
所
属
　
社
会
・
市
民
会
議

南
沢
二
―
一
一
―
一
〇
　

（
71
）２
１
５
４

12

仲
　
　
隆
広

公
明
党
　
公
明
党

下
里
四
―
一
―
二
〇
―
四
〇
六（
76
）１
１
０
５

13

上
田
　
芳
裕

公
明
党
　
公
明
党

滝
山
六
―
一
―
一
八
―
五
〇
一（
76
）１
４
０
１

14

篠
宮
　
正
明

無
所
属
　
自
民
・
市
民
ク
ラ
ブ

南
沢
一
―
一
六
―
一
四
　

（
71
）１
５
３
８

15

野
島
　
武
夫

無
所
属
　
自
民
・
市
民
ク
ラ
ブ

氷
川
台
一
―
一
〇
―
一
八

（
72
）２
５
６
５

16

並
木
　
克
巳

無
所
属
　
自
民
・
市
民
ク
ラ
ブ

神
宝
町
二
―
六
―
六
　
　

（
79
）２
４
０
０

17

渡
辺
　
建
一

日
本
共
産
党
　
日
本
共
産
党

柳
窪
二
―
一
五
―
五
一
　

（
75
）８
０
４
３

18

杉
原
　
元
雄

民
主
党
　
民
主
・
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
U
ク

南
沢
五
―
一
九
―
八
―
五
〇
八
（
74
）８
２
０
５

19

白
石
　
玲
子

無
所
属
　
民
主
・
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
U
ク

新
川
町
一
―
四
―
一
一
　

（
74
）９
５
２
０

20

池
田
　
治
夫

無
所
属
　
環
境
市
民
派
無
所
属

八
幡
町
二
―
一
四
―
一
七

（
75
）３
７
１
１

21

桜
木
　
善
生

社
会
民
主
党
　
社
会
・
市
民
会
議

滝
山
六
―
二
―
六
―
一
〇
一（
73
）７
６
０
０

22

岸
　
伊
佐
雄

無
所
属
　
自
民
・
市
民
ク
ラ
ブ

下
里
二
―
一
一
―
一
　
　

（
71
）４
６
０
８

23

小
山
　
慣
一

無
所
属
　
自
民
・
市
民
ク
ラ
ブ

小
山
三
―
八
―
一
八
　
　

（
71
）４
４
１
９

24

甲
斐
　
次
義

公
明
党
　
公
明
党

南
沢
一
―
二
七
―
一
七
　

（
71
）７
１
６
１

年頭所感

ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
テ
U

ジ
で

「
支
え
る
側
」
に
も
「
支
え
ら

れ
る
側
」
に
も
な
り
得
ま
す
。

納
税
者
、
受
益
者
と
市
民
を
分

け
る
の
で
は
な
く
「
誰
も
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
東
久
留

米
」
の
実
現
の
た
め
に
、
私
た

ち
社
会
・
市
民
会
議
は
福
祉
・

生
活
サ
U
ビ
ス
の
向
上
を
目
指

し
、
福
祉
社
会
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

社
会
・
市
民
会
議

進
め
方
を
ひ
っ
く
り
返
し
た
。そ

れ
は
事
務
事
業
評
価
を
ホ
U
ム

ペ
U
ジ
で
市
民
と
議
会
と
同
時

公
開
す
る
手
法
で
市
議
会
利
権

配
分
市
議
の
度
肝
を
抜
い
た
。

ど
だ
い
市
議
会
に
根
回
し
が
先

と
い
う
気
持
ち
の
市
議
は
与
野

党
問
わ
ず
圧
倒
的
多
数
だ
ろ

う
。
市
議
会
で
は
市
長
に
食
い

下
が
る
と
き
、
市
民
よ
り
も
先

に
情
報
が
欲
し
い
と
発
言
を
し

て
い
る
市
議
も
少
な
く
な
い
。

そ
ん
な
の
が
今
ま
で
の
利
権
配

分
市
議
だ
。
市
民
に
情
報
を
全

面
公
開
す
る
方
向
性
を
初
め
て

示
し
た
の
が
現
市
長
の
成
果
で

あ
り
、
そ
の
一
翼
を
担
え
た
こ

と
を
誇
り
に
思
う
。
私
利
私
欲

の
政
治
解
体
元
年
を
祈
念
す
る
。


